










































差があるが，これはラテン名 Deodatus de Pratis という同一名の教会関係者に伯父と甥がいた
からで，前者が文芸にも秀でていた詩人その人だというのがラルギの指摘である。マグロンヌの
聖堂参事会員になってモンペリエ大学教養学部の創立にかかわったという。
　従来も，たとえばジャンロワの基本書では Deodatus de Pratis なる人物が，ロデスの聖堂参
事会員として1214年の古文書に見られ，同名の人物がロデスのカテドラルの officials（1263-1269










鳥について』Roman dels auzels cassadors であり，最初にダウデ・デ・プラダスの抒情詩を校訂
したシュッツによる版がある（3 792行）（７）。





quattuor virtutibus (Des quatre vertus cardinales) とも名付けられている。２行ごとに脚韻を踏む













































は本文では en Amour son とあるが，ヴァリアント欄には，Amour a ] amor, amors CNf とある。
写本は ACDaEIKNOaa1f と11ある。このヴァリアント欄の意味は，「ここは CNf 以外（つまり
ADaEIKOaa1）の読みが amour であり，グラフィーの底本 a に本文では従ったが，amor と
amors という綴りに -u- のない読みが CNf にある」ということなのであろうか。もしそうなら，





























ébauche de travail critique と評している（16）。
　では，ダウデの作品における別の作者の可能性について，具体的にはどうなっているだろうか。
目次においては21篇のうちの５篇に加筆がある。そのうち３篇には，ほかに作品の残っていない
ベルナット・デ・プラダス .B’. de pradas という名が付されている。ついでリガウト・デ・バル
ブジュー Rigaut de berbezil（PC 421）とユック・ブリュネンク huc brunenc（PC 450）の名が
加筆されている１篇づつの計５作品である。.B’. という，ピリオドで囲んで右上に省略の印のた
すき tilde をかける書記法は，C 写本がスペースの足りないときなどにほどこす便法である。こ
の場合は Berna(r)t を表す（ついでに言えば，この写本では Bernart のうしろの -r- が落ちる（17））。
あとの２篇には別のトルバドゥールの名が付されているものの，かれらの作品とはみなされてい
ない。現在ではダウデの作品に認定されている。この写本ではリガウトは219葉表から６作品が，
ユックは（Huc Brunenc de Rodes「ロデスの人」という形容をつけて）257葉裏から７作品が別
に収録されている。前述のとおりダウデの作品中の哀悼歌 planh の主題になったトルバドゥール
であった（PC 124, 4, v. 32）。
　いっぽう目次でベルナルト・デ・プラダスの名が書き加えられた３作品は，『トルバドゥール
の書誌』では，そのままベルナルト・デ・プラダスの項目に入れられている（PC 65, 1-3）。C 写
本の加筆を訂正とみた，最初の書誌（1872年）の作成者バルチュによるものだろう。慎重なピレッ
トとカルステンスはそれに追随はしたが，ダウデ・デ・プラダスと別の人物といえるかは疑わし












認できる。おなじ CR 写本中のガヴァウダン Gavaudan（1195年以前‒1211年以降）が留保付きで
はあるが，個人作品集の痕跡のある詩人のなかではもっとも古いとされる（19）。グレーバーによ
れば，ダウデ・デ・プラダスについては「個人作品集」の痕跡は明瞭ではない。少なくとも６篇
が同一の順序で ADH 写本に見いだされ，その６篇のうち３篇が EMN 写本でも同一の順序で配
列されている（20）。しかるにほかの重要写本 CRIK にはこの種の痕跡はまったく見当たらないと
いう。
　前述の「明るい声が心地よい」で始まる PC 124, 5は，C 写本と北仏の系統であるＷ写本，な











　この作品は，シュッツにより「滑稽あるいは風刺的なシャンソン」Chansons plaisantes ou 
satiriques という枠のなかに入れられた。ジャンロワは，「ダウデ・デ・プラダスには15篇ほど








　なおメラーニが「綴り字上の底本」とした a 写本は，作者をベルナルト・デ・ヴェンタドルン 











底本に指定したのはこの第２歌のみである（ほかに，A 写本が２篇，C が４篇，D が１篇，E と





（Firenze, Bibliotèca Riccardiana, 2814）と a1（Modena, Bibliotèca Estense, Càmpori γ. N. 8.4 ; 





Daude de Pradas, Amors m’envida e˙m somon (PC 124, 2)
Manuscrits (12) : A 125r, C 164r, Da 169r, E 123, I 112r, K 97r, N 135r, O 13 (anonyme), a 101 
(bernart del ventadorn), a1 492, f 58 (63)r ; α32368 -32377 (4e strophe seule : éd. Ricketts 
(1976), p. 242-243, éd. Richter (1976), p. 239)
Éditions : Appel (1915), p. 315-310 ; Schutz (1933), p. 69-74 ; Melani (2015), p. 87-106.
Métrique : 6 coblas unissonans : 8a 8b 8b 8a 8’c 8’c 8’d 8’d 8e 8e (Frank 592 : 37)
Base : C
Ordre des strophes :
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 I II III IV V VI
 1 2 3 4 5 6 C
 1 2 3 4 6 5 AEIKNOa
 1 2 3  5 4 a1
 1 2 3 4 5  f
 1 2 3 4   Da
    1   α
I  1  Amors m’envida e˙m somo
  2  qu’ieu chant e que fassa parer
  3  cossi˙m ten er en son poder,
  4  o si m’es trop mala o no ;
  5  e pus vey que ylh m’en apella
  6  e˙l sazos qu’ades renovella,
  7  ben es dregz qu’ieu chantan retraia
  8  cosi˙m conorta e m’apaya
  9  uns jors que fes en mon cor mes
  10 per bon respieg que m’a conques.
II  11 De totz los bes qu’en Amor so
  12 ai ieu aras qualque plazer
  13 quar hieu hi ai mes mon esper
  14 mon pessat e m’entencio
  15 e mais ma bona dompna bella
  16 e suy amatz d’una piucella
  17 e quan truep soudadieira guaya
  18 deporti me quossi que˙m playa ;
  19 e per tant no suy menhs cortes
  20 ves Amor si la part en tres.
III 21 Amors vol ben que per raso
  22 ieu am midons per mais valer
  23 et am piucella per tener
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  24 e sobre tot que˙m sapcha bo,
  25 s’ab tozeta de prima cella
  26 quant es fresqueta e novella
  27 don no˙m qual temer que ja˙m traya
  28 si m’aizi tan que ab lieis jaya
  29 un ser o dos de mes en mes
  30 per paguar ad Amor son ces.
IV 31 No sap de dompney pauc ni pro
  32 qui del tot vol sidons aver ;
  33 non es dompneys pus torna˙l ver
  34 ni cors s’i ren per guizardo ;
  35 aia˙n hom anel o cordella
  36 e cug vezer reys de Castella
  37 pro ez domneys d’amor veraya
  38 si pren joyas e quan pot baya ;
  39 e˙l sobreplus tengua Merces
  40 en thezaur e non done ges.
V  41 De soudadieira cuend’ e pro
  42 vuelh que˙m do’ ab pauc de querer
  43 tot so qu’Amors vol a jazer
  44 e non fassa plag ni tenso
  45 d’ostar camiza ni gonella,
  46 ans dansse segon que viella
  47 selh que non a cor que s’estraya
  48 de far nulh joc qu’Amors l’atraya ;
  49 e s’ilh n’avia mais apres,
  50 ja de l’ensenhar no˙s feysses.
VI 51 Francha piuzela de sazo
  52 mi plai quan m’es de belh parer
  53 e˙s vai de costa me sezer
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  54 quan suy vengutz en sa maizo ;
  55 e si˙l vuelh baizar la mayssella
  56 o tocar un pauc la mamelha,
  57 no˙s mou ni˙s vira ni s’esglaya
  58 ans li platz que vas me s’atraya,
  59 tro que˙l baizar en sia pres
  60 e˙l dous tocar del luec deves.
- - - - - - - - - - - - - - -
leçons (rejetées) du ms. C : 1. menvidaem  8. Cosim conorta (EKNaf) manque (-5)  11. amors  41. 
cuendæ
（転写の方法は，q avec tilde = que, y はママ（i としない），語頭の i-, u- は j-, v- (ex.  jors, vol, 
valer),  qr avec tilde = quar (v. 13), 7 = e(t) とする）
試訳
I  1  「愛」が私を誘い　命じるのだ
  2  うたって　知らしめるようにと
  3  どれだけ「愛」が　私をその権力下においているか
  4  あるいは私を悪しざまに　あつかっているか否かを
  5  了解だ　わざわざ呼びかけてくれているし
  6  季節もすでに　新しくなってきたし
  7  うたいながら　縷々述べるのも当然だろう
  8  私の心に定着した　ひとつの喜びが
  9  うれしい期待で　私を征服して
  10 私をいかに慰めて　安心させているかを
II  11 「愛」のなかには　あらゆる楽しみがあって
  12 私はいま　多少とも快楽を得ている
  13 私のすべての希望　私の思い
  14 私の熱意を　優雅で美しいダーム［貴婦人］を
  15 愛することに　かけているからだ
  16 またひとりの　若い娘にも愛されている
  17 さらにさらに　陽気な商売女を見つけると
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  18 好きなだけ　お楽しみにふけっている
  19 とはいえ　「愛」を三つに分けても
  20 「愛」にたいして　私がそのぶん雅びでなくなるわけではない
III 21 「愛」が望むのはこういうことだ　私が正しくわが
  22 奥方を愛するのは　自分の価値を上げるため
  23 そして若い娘を愛するのは　抱きしめるため
  24 とりわけ　初手の女だから
  25 楽しい思いをするためだ
  26 ぴちぴちしていて　初々しくて
  27 裏切られるのでは　という恐れもない
  28 私のほうに　にじりよってきて
  29 毎月一回か二回は　同衾できる
  30 「愛」へのお賽銭と思えば　高くはない
Ⅳ 31 自分のダームを　占有したいなどと考える人は
  32 愛の奉仕のなんたるかを　全然わかっていない
  33 ダームが愛を現実にしてくれて　報酬として
  34 わが身を捧げてくれるなんて　愛の奉仕ではない
  35 家臣たる者　指輪かリボンをもらうのが関の山
  36 それでもカスティリヤの王にでも　なった気分
  37 記念品をもらって　キスでもできれば
  38 それが真実の愛への　立派な奉仕だ
  39 それ以上のことは　「慈悲」が
  40 お宝として確保しておくもので　決して与えたりするものではない
V  41 優美ですてきな　商売女については
  42 つべこべ言わずに　「愛」の望む寝技すべてを
  43 私に　与えてくれるといい
  44 口論も議論もなしだ　下着や肌着を脱いでほしい
  45 そして踊ってもらいたい　男がつまびく
  46 ヴィオルの調べに　したがって
  47 じっさい「愛」の教えるゲームなら　彼女が拒む
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  48 懸念など　心にもつ必要もない
  49 そして　もっと学んだわざがあるなら
  50 躊躇せずに　教えてほしい
VI 51 年頃の　若い娘についてだが
  52 愛想よくしてくれれば　申し分ない
  53 その子の家に　私が着いたら
  54 私のかたわらに　座りに来るのだ
  55 顔に　キスしたくなって
  56 ちょっとその胸を　抱きしめても
  57 逃げたり避けたり　怖がったりしないで
  58 むしろいじらしく　私のほうに接近してきて
  59 キスとか　禁止された場所への甘い
  60 接触を　許してくれるのだ
注
1. Melani は，異文欄に menvidem C と記している。しかしここは menvidæm と読める。C 写本
の -æ- は a が次の e と élision を起こすことを表すための C 写本独特の便法である（cf. Monfrin 
（1955），p. 297）。
2. fassa parer : 他写本では：fassa asaber A ; fassa saber DaEIKNOaa1. parer Cf は banalisation か。
asaber (LvP : « savoir » ; Melani (glossario) : « rendere noto (ufficialmente) » ).
14. Melani のテクストは：mon pensar e ma entencion (CDaf) だが，Billy は vers hypométrique
だから，m’entencion EIKOaa1 (m’entencio A) をとるべきであり，Melani のステマ（p. 93）では
こちらのほうが上位にあるという。ところで C の読みは mentencio であり，A 写本と一致する。
15. Melani は，e m’aima dompna bon’e bella という，オリジナルはこうだったはずの（どの写
本にもない）読みを提示している（p. 92 参照）
16. piucella : Lucien Foulet は，vierge であることを暗示するのは damoiselle もおなじだが，後
者は身分の高さをうかがわせる。damoiselle のほうは土地の所有者で，生まれの良さ，美貌，優
美さを備えておりいずれ立派な結婚ができそうだという (Cont. Perc. R III 2, p. 244)。
23. tener : « tenir dans ses bras » (Cropp, p. 369 ) » (cf. Lv (=SW) 8, p. 147, 3 : « in den Armen 
halten, umfangen » ). Melani はむしろ，封建制の用語の暗喩とみなしている（「所有するため」）。
25 : tozeta de prima cella : « une fille qui en est à ses débuts » (Schutz), « una ragazzina di 




26 : ADaIK では fresca だが，fresqueta (CENa (Of)) という形容詞の指小辞が用いられている。
33 : torn’a˙l ver : 「…を現実のものにする，本当にする」
41 : Cf 写本（f は第 VI 詩節欠如）は，V，VI 詩節の順序が AEIKNOa 写本と逆になっている。
35 : om にはダームに仕える「家臣」の意味合いが見てとれるだろう。
45 (55) : camiza について Melani は gonella とほぼ同義語とみてよいとする。Chambon は女性の
身に着けるものであることを明記せよという。
46 (56) : qn dansar segon que qn lui viella : « (qn) se plier aux désirs de qn » (cf. Chambon).
47 (57) : Melani のテクストは諸写本のつぎはぎ：cel qe non a suinh qe s’estraia.




るには至らないのだと考えている（29）。Trop ben m’estera si ˙s tolgues で始まる作品（PC 124, 18），
v. 17-24を参照。maison は古仏語では「居室」「寝室」の意もある（TL 5, 891）。


























の「私が心と知恵によって愛する女性へ」Celeis cui am de cor e de saber で始まる作品（PC 
243, 2）があった。その曖昧な区別については，のちのギラウト・リキエルが，1000行に近い「論
評」Exposition のなかで解説をほどこしている（「ロデスで1280年に書いた」と朱書きのある『書
簡』VI）（31）。すなわち，神への愛（「最も大きな愛」˙l sobeiras, v. 50）と「高貴さと慈悲」
Franquez’ e Merces への愛（「二番目に大きな愛」segon tertz, v. 49。ダウデのこの詩の v. 39, 51
に用いられている語彙であることに注意），そして肉体の愛・性愛（「もっとも小さな愛」menor 























明らかでない。しかし，メラーニもシャンボンも soudadieira が tozeta のことだととっている。
はっきり tozeta が piucella のことと解釈しているのはルネ・ネリのみである（34）。私はネリの解
釈の方が正しいと思う。
　この作品であつかわれる女性は詩節ごとに以下のようにまとめられる。
I    [exorde printanier]
II    dompna bon’e bela / piucella / soudadieira gaia
III   midons (= dompna) /piucella / tozeta ?
           /piucella = tozeta ?





売女を指していると指摘しているにもかかわらずである。はっきりと « jeune prostituée, petite 
putain » と記すべきで，FEW 13.2, 32b : TONSUS にもこの意味を載せるべきである」と。FEW
のこの個所を参照すると，古仏語 tousete « jeune fille » （...） 古オック語 tozeta LvP などとあるの
みで，toza とその指小辞に「年の若い売春婦」などという意味はない。Lv (SW) 8, 335-336 toza ; 
337-339, tozet “jung”を参照。ここでは「売春婦」の意味があるかどうかが論じられているものの，
結論は示していない。ペイレ・カルデナルには６例拾えて，そのひとつに tozas de bordel （PC 
335, 57, v. 12）が確かにある（éd. Vatteloni (2013), glossario）。しかしこれは de bordel という形
容がついての意味である。北仏語では，tosete s.f. « junges Mädchen » （TL 10, 467）で用例は比
較的少なく，ほとんどがパストゥレル（牧歌）の文脈において現れるようである。Godef. 7, 780a
は tousete, -ette, tosete, s.f. の項で，「髪を短くした娘」« jeune fille qui porte les cheveux 
courts » と解している。シュッツやメラーニの処置（訳）のほうが私は適当だと思う。FEW の
元の縞梟主幹に逆らうわけではないが，ragazzina を jeune prostituée ととるのはあくまでも解
釈の問題であり，定義ではない。文脈でそのようにとれるという話である。





























































（１）　Éd. Jean Boutière et Alexander H. Schutz, Biographies des troubadours, textes provençaux des XIIIe et 
XIVe siècles, Paris, A. G. Nizet, 1949, 2e éd., 1964, p. 233-234 : Daude de Pradas si fo de Rosergue, d’un borc 
que a nom Pradas, pres de la ciutat de Rodes quatre legas, e fo canorgues de Magalona. Savis hom fo molt de 
letras e de sen natural e de trobar. E saup mout la natura dels ausels prendedors ; e fez cansos per sen de tro-
bar, mas no movian d’amor, per que non avian sabor entre la gen, ni non foron cantadas.
（２）　この作品をシュッツはダウデのものと認めず，校訂版に収録していない。メラーニは真正の作とする (cf. 
Carapezza (2012))。
（３）　たとえば，DLF2, p. 370-372. Lyon (1928) による1214年７月の古文書の復刻と Deodatus de Pradas という名
前（Pradas の綴りはさまざま）の吟味も参照。
（４）　Larghi (2011) のとくに p. 53 ; DBT (2014), p. 163-165［ダウデを Larghi は12世紀初頭の文化人として位置づ
けている：p. 53-54］.
（５）　Jeanroy (1934), t. I, p. 359-360 ; cf. GRLMA, II-1-7, p. 84-88 ; éd. Schutz (1933), p. IX-XVIII et Larghi (2011), 
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p. 53.
（６）　Éd. Melani (2016), p. 13, p. 33, n. 83 ; Chambon (2017), p. 278, n. 4.
（７）　Éd. Alexander H. Schutz, The Romance of Daude de Pradas called « Dels Auzels Cassadors », Columbus 
(Ohio), 1945.
（８）　Éd. Peter T. Ricketts, « Le Roman de Daude de Pradas sur les quatre vertus cardinales », in La France 
Latine, t. 134, 2002, p. 131-183 ; cf. Larghi (2011), p. 43-46.
（９）　U. T. Holmes との共著になる簡便なフランス語史が松原秀一訳で日本で翻訳されている（『フランス語の歴
史』，大修館書店，1974）。
（10）　Billy (2018), p. 270.
（11）　Martín de Riquer, Los trovadores - Historia literaria y textos, Barcelona, Planeta, 1975, 3 vols., t. 1, p. 38, n. 
7［ビイーは，この現代において最も浩瀚なアンソロジーのフランス語版を準備中である］.
（12）　これから検討する作品２では，αを除いた11写本のステマを示している。
（13）　Melani (2015), p. 69 ; cf. Billy (2018), p. 272.
（14）　Cf. Melani (2015), p. 46 ; Schutz (1933), p. XXIX-XXX.
（15）　瀬戸「フランス国立図書館856写本における目次と索引─とくにその作者措定について─」『早稲田大学図
書館紀要』, t. 49, 2002, p. 1-21.
（16）　Monfrin (1955), p. 294.
（17）　Monfrin (1955) はこれには言及していない。
（18）　ちなみにこの３篇のうち２篇は Bernart de Ventadorn 名義で E 写本にも収録されている。
（19）　Gröber (1877), p. 352-353 ; Zinelli (2003), p. 131-132.
（20）　Gröber (1877), p. 409-411 ; Melani (2015), p. 46.
（21）　Jeanroy (1934), t. I, p. 359-360.
（22）　Naohiko Seto, « Ozil de Cadartz : une parodie des arts d’aimer ? », in Scène, évolution, sort de la langue et 
de la littérature d’oc, Actes du 7 e Congrès International de l’AIEO, Reggio Calabria ‒ Messina, 7-13 juillet 
2002, Rome, Viella, 2003, p. 661-674.
（23）　Stengel (Edmund), « Le chansonnier de Bernart Amoros », in RLaR, t. 42, 1899, p. 341.
（24）　« Ein sicheres Handschriftenverhältnis geht aus den Abweichungen nicht hervor. » (p. 315).
（25）　Melani (2015), p. 87-88.
（26）　Cf. Billy (2018), p. 269.
（27）　ベルナルト・アモロス写本については，つぎを参照。瀬戸「寡黙の饒舌─中世南仏の二人の写字生」in 
Mélanges in Memoriam Takeshi Shimmura（新村猛先生追悼論文集）, Tokyo, 1998, p. 225-236；Avalle 
(D’Arco Silvio), I manoscritti della letteratura in lingua d’oc, nuova edizione a cura di Lino Leonardi, Torino, 
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